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3) 大内・田島[1992-1994]第 202-207回。 
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表１ ㈱ワールドのあゆみ 
1959年 1月 神戸市に株式会社ワールドを設立。 
1965年 2月 東京店設置。 
1967年   トータル・コーディネート・ブランドの「ワールドコーディネート」（1980 年以後コルディ
アと改称）の開発。 
1968年 8月 神戸本社ビル竣工。 
1972年 7月 神戸商品管理センタービル竣工。 
1973年秋  海外事業部を発足させ，自社企画，イタリアとフランスでの生産による自社ブランド「ポー
シャル」を秋冬物から発売する。 
1974年秋  「そばかすメリー」ブランドで 2-6歳女児のニット子供服分野に進出。 
1975年 3月 第 2のトータル・コーディネート・ブランド「ルイシャンタン」発売。 
       ㈱リザを設立し，小売分野に進出する。 
1976年 2月 「ビルダジュール」ブランドで布帛分野に進出。 
       大型コンピュータを導入し，総合管理システムの開発に着手。 
1977年 8月 CI（企業イメージ）を導入。社章，ロゴタイプ，企業カラーを採用。 
1978年 1月 ワールドファッション技術研究所，㈱エスプリを設立。 
1978年 6月 箕面物流センター竣工。 
       「ドルチェ」ブランドでメンズ分野に進出。 
1979年 12月 ワールド研修センター竣工。 
       ㈱ワールドファッション・エス・イーを設立し，販売員教育分野の充実をはかる。 
1980年 6月 パリに現地法人，ワールドフランス S.A.R.L.を設立。 
1980年 8月 生地開発と素材差別化のために，㈱ワールドテキスタイルを設立。 
1980年 11月 ㈱ワールドインダストリーを設立し，縫製分野の充実をはかる。 
1981年 4月 ㈱ノーブルグーを設立し，百貨店市場に進出する。 
1981年 7月 売上高 1,000億円を突破する。（1,035億円） 
1983年 1月 「ミルクメリー」ブランドでベビー・トドラー分野に進出。 
1983年 4月 ワールドグループの基幹ショップ，「銀座リザ」オープン。 
1984年 3月 神戸市中央区のポートアイランドに本社ビル竣工。 
1984年 4月 「タケオ・キクチ」ブランドで，デザイナー・キャラクター分野に展開する。 
1985年 3月 「ジンアベ」ブランドで，海外市場に展開。 
出所）㈱ワールド社内資料。 
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パセリオ 1980 年，「マックワールド」(1967 年より神戸店の企画として西日本中心に販
売)からブランド名変更。 
ノーブルグー 1981 年秋冬物から開始。81 年 4 月，高級ファッション衣料の企画製造販売会






ほぼ直営店方式で展開する。85年 5月末までに 13店舗で展開する。 
 
『繊研新聞』1973年 6月 7日，74年 4月 8日，8月 22日，75年 1月 4日，2月 26日，76年 3月 17日，9月 27日，
11月 19日，77年 4月 21日，78年 3月 18日，79年 3月 31日，7月 3日，9月 18日，11月 12日，80年 3月 29日，




 1984年 7月期決算は，売上高 1207億円，「コルディア」417億円，「ルイシャンタン」263
億円，「マックシスター」110億円，「ドルチェ」110億円，「パセリオ」67億円，「そばかすメ
リー」41億円，「グローブ」37億円，「ジオ」36億円，「ビルダジュール」33億円，「ジオスポ
ーツ」31億円，「スチェッソ」30億円，海外事業部 32億円である 5)。1986年 7月期決算では，
売上高 1414.55 億円，基幹ブランドの「コルディア」が 424 億円，「ルイシャンタン」293 億
円であった 6)。 
                                                          
4)『繊研新聞』1976年 9月 27日。 
5)『繊研新聞』1984年 9月 12日。 
6)『繊研新聞』1986年 10月 14日。 
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7)『繊研新聞』1985年 6月 11日。 
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2 企業ブランドと個別ブランドの分離 





























                                                          
8) この箇所については，㈱ワールド・坂口順一氏へのインタビュ 〔ー1994年 6月 13日〕に依拠している。






























                                                          
 9) 大内・田島[1992-4]第 205回。 
10) 山川[1983]264頁。 
11) 大内・田島[1992-4]第 206回。 










 1967 年に開始した「ワールドコーディネート」は，ニット商品を主力として，第 2 次大戦
後に生まれた団塊の世代に訴求した。1980年には「コルディア」とブランド名称を変更してい
る 15)。「ワールドコーディネート」（後の「コルディア」）は，1978年 7月期決算売上 225億円で
750店舗での販売，1980年 7月期売上 300億円突破，1982年売上 400億円突破，1985年 7
月期 459億円の最高売上を計上している 16)。 
 「ルイシャンタン」は，第２のトータル・コーディネート・ブランドとして，1975 年に，
20歳代 OLを対象として開発されたニットを中心としたブランドである。1978年 7月期決算











                                                          




16)『繊研新聞』1978年 9月 20日，㈱ワールド社内資料。 


























































































 ワールドと専門店の取引形態は，買取り契約で，20 日締め翌月 5 日払いの現金取引である。実シ
ーズンおよそ 6 ヶ月前の展示会で小売店側が発注した商品は，買取り制で返品は認めない 23)。






                                                          
20) 萩尾[1984]101-102頁。 
21) 大内・田島[1992-4]第 207回。 
22)『繊研新聞』1974年 5月 31日。 
23) 山川[1983]85頁，88頁。 
24) 山川[1983]28頁。 













ー・ショップ」間の競合などが進んだ。1978 年 4 月，中京ワールド会がワールドに対して要
望書を提出している。その内容の一部は以下の通りである。「1，中京地区でのリザサロンは一
店にしてほしい。リザ及び中村百貨店内コーディネートサロンのバーゲンは，専門店のバーゲ
ンが終わってからにして頂きたい。夏ものは 8 月に入ってから，冬ものは 2 月に入ってから，














                                                          


































30) 山川[1983]58-59頁。『繊研新聞』1979年 11月 12日によれば，1979年時点では，1030人の社員のう
ち営業員が全国で 350 人，セールスコーディネーターが 80 人近くいる。セールスコーディネーターは，
「ワールドコーディネート」，「ルイシャンタン」の２大ブランドを中心に配属され，１人平均 10店舗ほ
どを担当している。 



























 そのワールドは，1975年 2月，㈱リザを，資本金 1億円，㈱ワールド 75％，丸紅㈱25％の




















1981年 8月期決算で，売上高 119億円，主要都市に 65店展開，1982年 8月現在では年商 137













                                                          
35)『繊研新聞』1975年 2月 26日。 
36)『繊研新聞』1976年 2月 20日，4月 1日。 
37) 山川[1983]71，176，179頁。 


























































































































































                                                          
41) コルディアの売上は，1986年 7月期の 424億円（「リニア」ブランドを除く，『繊研新聞』1981年 10
月 14日）をピークとして落ち込んでいき，1990年代半ばには 300億円を下回るようになる。 
42) 山川[1983]84頁。 




















































1970 年代から 80 年代前半にかけてのワールドの強みであった。ワールドは卸売業者として，
小売店との間に現金買取りと展示会での発注という方式で相対した。小売販売リスクを小売店











                                                          
43) ㈱ワールド社内資料。 
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